
■ ArrayAGシリーズ 製品仕様（ハードウェアアプライアンス）

■ Array ｖｘＡＧ 製品仕様（仮想アプライアンス）

■ ArrayAGシリーズ　主な機能

機種名
標準同時接続ユーザー数
最大同時接続ユーザー数
登録可能ユーザー数

ArrayAG1000
25/50/100
300
10,000
100 Mbps

ArrayAG1100
100
3,000

ArrayAG1150
300
10,000
200,000

標 準 構 成：10/100/1000×4
オプション：1GbE Fiber×2
（工場出荷時オプション）

LDAP , Radius , Active Directory , SecureMatrix , SecurID など 
DB9-Serial

0～45 ℃
0～90 % （結露しないこと）

工場出荷時オプション
シングル電源 ： 432×381×44
デュアル電源 ： 432×505×44

シングル電源 ： 6.2 kg
デュアル電源 ： 7.8 kg

標 準 構 成：10/100/1000×4
オプション：1GbE Fiber×4
　　　　　　10GbE Fiber×2
（工場出荷時オプション）

400 Mbps 800 Mbps
5

○

1,600 Mbps 3,200 Mbps
500,000

ArrayAG1200
500
25,000

ArrayAG1500
1,000
72,000

ArrayAG1600
2,500
128,000

10 50 256

10/100/1000×4

100～240 VAC, 6.0～3.0 A, 
47～63 Hz 自動

100～240 VAC, 8.5 A,
47～63 Hz 自動

シングル電源：100～240VAC, 6.0～3.0 A, 
　　　　　　　47～63 Hz 自動
デュアル電源：100～240VAC, 4.0～2.0 A,
　　　　　　　47～63 Hz 自動

ー 標準装備

432×381×44 432×572×88

12.7 kg6.2kg

※上記はArrayOS AG9.3搭載時のものです。製品仕様は予告なく変更する場合がございます。予めご了承ください。

スループット
標準仮想ポータル数
最大仮想ポータル数
冗長化構成

動作温度
動作湿度

ネットワークI/F

電源仕様

冗長化電源ユニット

重量

外形寸法 (mm)
W×D×H

外部認証サーバ連携
コンソールポート

標準同時接続ユーザー数

最大同時接続ユーザー数

登録可能ユーザー数

標準仮想ポータル数

最大仮想ポータル数

●システム要件

10/25/50/100

600

20,000

5
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AccessDirect機能

DesktopDirect機能

MotionPro機能

管理機能/その他

Web Access、Array Client、Mobile VPN、File Share、Virtual Desktop、Host Checker、Cache Cleaner
HardwareID認証、シングルサインオン

セキュアリモートデスクトップ、ARTサーバー、Wake-on-LANリレー、データ保護ポリシー、デバイスID認証、クライアント検査、
Hostシングルサインオン、VDI環境への接続

MotionPro Desktop、セキュアブラウザー、VPNオンデマンド、ダイナミックACL、MDM、Enterprise App Store

ログ機能、SNMP、SSLアクセラレーション、ユーザー認証、仮想ポータルサイト、URLエイリアシング、HA機能、ACL、
パケットフィルタリング、リンクアグリゲーション対応、ネットワークアドレス変換（NAT,NAPT）、日本語WebUI、CLIへのSSH接続

ハイパーバイザー

仮想CPU
メモリ

仮想ネットワークアダプタ
ディスク

Array ｖｘＡＧ用
仮想マシン環境

VMware ESXi
Xen Server
Open Xen

2
2GB
4

40GB

セキュアアクセスゲートウェイセキュアアクセスゲートウェイ

さまざまな場所から社内のリソースに
セキュアにアクセス

■ 開発元

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
www.hitachi-solutions.co.jp/array/sp/

※Array Networks、ArrayAG、DesktopDirect、MotionProは、米国Array Networks, Inc.の登録商標または商標です。※その他、本カタログ中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 
※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。 ※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに
米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本カタログ中の情報は、カタログ作成時点のものです。
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企業のモバイル活用に、もうひとつの安心をプラス
高度なセキュリティで安全なリモートアクセスを実現する ＡｒｒａｙＡＧ

ワークスタイルの多様化に対応

Array Networks　　日立ソリューションズ

ローカルDB/外部認証サーバ

・ 業務アプリ
・ GAMEアプリ
・ SNSアプリ

配信

管理者

・ 端末ロック
・ データ消去

App StoreGoogle Play

登録外端末や、セキュリティポリシーを
満たさない端末からの接続は拒否

ユーザID認証 個体識別認証 クライアント
チェック

接続
許可

日立ソリューションズは13年連続国内売上No.1
（2001～2013年販売実績）。
累計1,000社以上の導入実績で培った豊富な製品
ノウハウで導入コンサルテーションから運用までワン
ストップでサポート。

国内No.1ディストリビュータ※

■ArrayAGシリーズ導入事例 ■販売・サポート体制図

“日本品質”へのこだわり

製品サポート総合満足度91.6%(当社調べ 2011年度
実績)を達成。もちろん日本全国24時間365日オンサ
イトにてハードウェア交換サービスを提供※します。
またお客様専用Webサイトから最新のリリース情報、
技術資料などをいち早くお届けします。

“ユーザーサポート”へのこだわり

お客様

SE部門

サポート 商流

製品主管/
サポート部門

営業部門

日立ソリューションズ 日立ソリューションズ
アメリカ

保守サービス会社

Array Networks, Inc.

アレイ・ネットワークス
（メーカー日本法人）

販
売
パ
ー
ト
ナ
ー
様

No.1 91.6%

品質保証部門

日立ソリューションズではソフトウェア、ハードウェア
について独自の基準に基づくリリース前品質評価を
実施。お客様に海外ベンダー製品を安心してご利用
いただくために“日本品質”の実現をめざしています。

スマートデバイスで外出先から
社内システムを利用

モバイルPCや出張先のPCから
業務アプリケーションを利用

在宅勤務への適用や
BCP対策として

社内システム

Internet

セキュリティ マルチデバイスからセキュアなリモートアクセスを実現 運用管理 アプリケーション管理／デバイス管理も１台で提供

●セキュアな通信環境
社内への通信は、SSL-VPNにより暗号化を行い、盗聴を防ぎます。
通信の暗号化を高速に処理し、セキュアで安定した通信環境を提供します。

●ユーザ認証・アクセス制御
ＡｒｒａｙＡＧ内部のローカルデータベースで、単体でも認証・アクセス制御が可能
なほか、LDAPやRadiusなど外部の認証サーバとの連携もでき、個々のユーザ
へ個別のアクセスポリシーを設定できます。

●端末の個体識別認証
アクセス元となるクライアント端末の固有IDをチェックし、登録されている端末
からの接続のみ許可することができます。
ユーザIDの盗難による”なりすまし”を防ぐとともに、個人所有デバイスからの
接続(BYOD※)に対応することも可能です。

※BYOD（Bring Your Own Device） ： 私的デバイスの業務活用

●クライアントチェック
クライアント端末のOSバージョンやアンチウイルスソフトの有無などセキュリティ
状況をチェックし、チェック結果に応じて社内リソースへのアクセスを制限できます。

●さまざまな場所がオフィスに
従業員のスマートデバイスや自宅PCから、オフィスと同じワーク環境を
利用でき、業務効率化だけでなく在宅勤務やBCP※対策にも有効です。
一時的に利用者数を拡大できる専用ライセンスで、導入コストを抑え
ながらBCP対策ができます。

※BCP（Business Continuity Plan） ： 事業継続計画

●リモートから自席PCの電源をON
リモート接続時には、オフィスの自席PCが停止していても、WoL※を
使用し電源をONにすることができます。待機時にはPCの電源をOFF
にしておき、必要なときに起動することができるため、節電に効果的
です。

※WoL（Wake on LAN） ： PCの遠隔電源操作技術

●リモートデスクトップ
自席PCへアクセスし、使い慣れたオフィスと同じ環境を利用できます。画面
情報のみ転送され、端末に実データが残らないため、安心です。

通信の暗号化と端末の認証機能により、PCはもちろん、スマートフォンやタブレットからも
セキュアにオフィスの環境へアクセスできます

■アプリケーション管理
専用アプリを使用し、業務に使用するアプリケーションやリソースの一覧を管理者が指定して表示
させることができます。
アプリをホワイトリスト/ブラックリストで管理し、ブラックリスト上のアプリから社内へのVPN接
続を許可しないといった運用が可能です。

■アプリケーション配信
指定のアプリがインストールされていない端末に対して、アプリのインストールを促す、あるいは
強制することができます。
サードパーティ製のアプリはApp StoreやGoogle Playから、自社製アプリの場合はArrayAG
からインストールできます。
アプリのほか、セキュリティポリシーを一括で適用することも可能です。

■リモートロック/ワイプ
遠隔で端末のロックや初期化、データ消去が可能です。端末の盗難や紛失時における情報漏洩を
防ぎます。

アプリ

No Data

製造・金融・自治体など幅広い業界で、約200システムの
導入実績があります。（※2014年9月現在）

● 外出の多い営業職を中心に導入。社内資料が手元になくても、
顧客提案が可能に。

● 管理職が出張先や、休日/夜間などの緊急時に社内システムへ
アクセスするために導入。

● 本社機能喪失時のBCP対策として導入。

※拡張保守サービス締結の場合※出典：アレイ・ネットワークス株式会社

電源OFF状態のオフィスPCを
リモートで起動して利用

？

ArrayAG

自席PC




